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論文内容の要旨
【目的】歪成分耳音響欣射(DPOA~~)Li蝋牛機能の他覚的検査法として臨床応用に向けて研究されているが，
突発性難聴に関する報白ーは少ない。そこで病初期の突発性難聴耳におけるDPOi¥Eの特徴および聴力予後の
予測検査や経過中の蛸牛機能のモニタリング検査としてのDPOAEの臨床的有用性について検討した。
【対象とん.法】対象は発1府;百在T
力Z愛E動のないその他の内上1f'仲附難聴16灯71fのDPOAEを調加測，]定しfたこ。また55l:l中27耳においては経時的にDPOAE
を測定し，聴力変化との関係を検討した。測定には耳音響放射測定装置(JL092)を用い， F'2J封波数を1kHz
および4kHzとした時のDPO^ Eの入出力曲線を記録し，対応するF2周波数の聴力との関係を検討した。検
討指標としてはDPOAEの検出の台無と入出力曲線Lの出力レベルの最大値(最大DPレベル)および検出
関値を用いた。
【結果】内耳性難聴耳では検出できない程度の高度の難聴が存在しでも突発性難聴耳ではDPOAEが検出で
きる例が認められ，検出耳の最大DPレベルや検出関値と初診時の聴力関値との問には相関が認められた。
また初診時にDPOAEが検出された耳では非検出耳に比べ聴力予後は良好であり，その関係は特に1kHzで
は程度から巾等度の難聴， 4kHzでは高度の難聴の場合に有意であった。 DPOAEの検出や最大Dドレベルの
増大，検出関値の低下といったDPOAE所見の改善は聴力関値の回復と雌行して認められたが，指楳として
は検出関値よりも最大DPレベルの方が鋭敏であった。
【結語】病初期の突発性難聴では聴力障害の程度に応じて鍋牛機能が障害されているが，内耳性難聴且ーに
よ七べその障害が軽度である例が存在することが示された。またDPOAEの測定は聴力予後の子測検査として
有用であり，最大DPレベルを指標として経過巾の鍋牛機能のモニタリングにも利用できるものと考えられ
た。したがってDPO^ Eは突発性難聴において病初期より測定する価値のある反応であると結論した。
論文審査の結果の要旨
~成分耳音響放射(DPOAE) は鍋牛由来の音響反応であり，嫡牛機能の他覚的検査法として臨床応用に向
けて研究されているが，突然に発症する原因不明の感音難聴である突発性難聴に閲する報告は少なJ，.'oそ
こで本研究は病初期の突発性難聴耳におけるDPOAEの特徴および聴力予後の予測検査や経過中の鍋牛機能
のモニタリング検裕としてのDPOAEの臨体的有刷性について検討したものである。
-246-
対象li:発1iE後10日以内の突発性難聴55耳でネVJ診時!こDPOAEを測定した。比較対照として聴力変動のない
その他の内耳性難隠167耳のDPOAEを測定した。また55耳中27耳においては経時的にDPOAEを測定し.
聴力変化との関係を検討した。測定には耳音響放射測定装置(IL092)を用い，ド2周波数を1kHzおよひ~4kHz
とした時のDPOAEの人出力曲線を記録し対応するF2周波数の聴力との関係を検討した。検討指標とし
てはDPOAI'~の検出の有無と入山力曲線上の出力レベルの最大値(最大DPレベル)および検出間柄を用い
た。その結果，内耳性難聴耳で、は検出で・きない程度の高度の難聴が存在しでも突発性難聴耳ではDPOAEが
検山できる例が認められ，検出且:の最大DPレベルや検出闇値と初診時の聴力関値との聞には相関が認めら
れた。また初診時にDPOAEが検出された耳では非検11¥耳に比べ聴力予後は良好であり，その闘係は特に1
kH冗では程度から中写度の難聴.4kHzでは高度の難聴の場合に有意であった。 DPOAEの検出や最大DPレ
ベルの増大，検出闇値の低下といったDPOAE所見の改善は聴力関値の回復と花行して認められたが，指標
としては検iH悶値よりも最大J)ドレベルの方が鋭敏であった。
本研究により.病初期の突発性難聴では聴力陪告の程度に応じて鍋牛機能が障害されているが，内耳性
難聴耳に比べその障害が軽度である例が存1fーすることが示された。またDPOAEの測定は聴力予後の予測検
脊として有用であり，最大DPレベルを指標として符過中の鍋小機能のモニタリングにも利用できるものと
考えられたの
以 kの研究は. DPOAEの突発性難聴における臨床的街肘性を示唆し，今後のDPOAEならびに突発性難
聴の臨床を中心とした研究に大きく貢献するものと考えられる。したがって，著者は博十':(庚学)の学{立
を授与されるに値するものと判断された。
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